
国崎クリーンセンター基幹的設備改良事業及び包括管理運営業務における 

審査講評について 

 

 

猪名川上流広域ごみ処理施設組合は、国崎クリーンセンター基幹的設備改良事業及び

包括管理運営業務（以下「本事業」という。）にかかる、民間資金等の活用による公共施

設等の整備等の促進に関する法律（平 成 11 年法律第 117 号。以下「ＰＦＩ法」という。）

第 11 条第 1 項の規定による客観的評価の結果について、国崎クリーンセンター基幹的設

備改良事業及び包括管理運営業務に係るＰＦＩ事業者選定委員会の審査講評を公表しま

す。 

 

令和 7 年 9 月２日  

猪名川上流広域ごみ処理施設組合 

管理者 越 田 謙 治 郎 



  

国崎クリーンセンター基幹的設備改良事業 

及び包括管理運営業務 

ＰＦＩ事業者選定に係る審査講評 

令和７年９月２日 

国崎クリーンセンター基幹的設備改良事業及び 

包括管理運営業務に係るＰＦＩ事業者選定委員会 



 

 

 

  



国崎クリーンセンター基幹的設備改良事業及び包括管理運営業務 

ＰＦＩ事業者選定に係る審査講評 

目 次 

第１章 事業の概要 

1. 事業名 称・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・１ 

2. 施設等 の概要 ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・１ 

3. 事業方 式・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・１ 

4. 事業期 間・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・２ 

5. 事業範 囲・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・２ 

第２章 審査方法等 

1. 入札の 方法・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ３ 

2. 落札者 決定ま での経過 ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ３ 

3. 委員会 の設置 ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ４ 

4. 選定委 員会の 開催経過 ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ５ 

5. 落札者 決定の 手順・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ６ 

6. 選定の 手順・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  ７ 

第３章 優秀提案者選定結果 

1. 参加資 格確認 ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  10 

2. 提案審 査・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・  10 

第４章 総評・ ・・・ ・・ ・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・ 14 



 

 

 

  



 

1 

第１章 事業の概要 

1. 事業名 称  

国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー 基 幹 的 設 備 改 良 事 業 及 び 包 括 管 理 運 営 業 務  

2. 施設等 の概要  

(1) 施設名 称  

国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー  

(2) 施設所 在地 

兵 庫 県 川 西 市 国 崎 字 小 路 13 番 地 内  

(3) 施設の 概要 

ア) 焼却施 設  

 処 理 方 式  ： 全 連 続 ス ト ー カ 式 焼 却 炉  

 処 理 能 力  ： 235ｔ /日 （ 117.5ｔ /炉 ・ 日 ×２ 炉 ）  

 処 理 対 象 物  ： 可 燃 ご み 、 リ サ イ ク ル プラ ザ か ら の 可 燃 性 残 さ 等  

イ) 灰溶融 施設（ 令和８ 年 12 月 31 日運 転停 止予定 ）  

 処 理 方 式  ： 表 面 溶 融 式 灰 溶 融 炉  

 処 理 能 力  ： 26ｔ /日 ×２ 炉 （ 交 互 運 転 ）  

 処 理 対 象 物  ： 各 ス ト ー カ 下 落 じ ん 灰 、 焼 却 主 灰 、 焼 却 飛 灰 等  

ウ) リサイクルプラ ザ 

 処理方 式  ：不燃 粗大ごみ破砕 処 理（29ｔ/５ｈ） 

 ：可燃 粗大ごみ破砕 処 理（34ｔ/５ｈ） 

 ：缶類 処理（ ６ｔ/５ｈ）  

 ：プラ スチッ ク製 容器包装処理（13ｔ/５ｈ ） 

 ：ペッ トボト ル処 理（２ｔ/５ｈ ）  

 処理能 力  ：合計 84ｔ/５ ｈ  

3. 事業方 式  

本 事 業 は 、 Ｐ Ｆ Ｉ （ Ｒ Ｏ ） 方 式 に よ り 実 施 す る 。  

落 札 者 は 、猪 名 川 上 流 広 域 ご み 処 理 施 設 組 合（ 以 下 「 組 合 」と い う 。）と 事 業 契 約 を 締 結

し 、 本 施 設 の 基 幹 的 設 備 改 良 事 業 と 包 括 管 理 運 営 業 務 を 行 う 。  

な お 、対 象 設 備 の 改 良 工 事 費 に 係 る 資 金 調 達 は 事 業 者 が 行 い 、二 酸 化 炭 素 排 出 抑 制 対 策 事

業 費 等 補 助 金 及 び 地 方 債 を 活 用 す る 。  
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4. 事業期 間  

本 業 務 の 事 業 期 間 は 、 事 業 契 約 の 本 契 約 成 立 日 か ら 令 和 23 年 ３ 月 31 日 ま で の 期 間 と す

る 。  

(1) 基幹的 設備改 良事業  

ア ) 工 事 内 容  ： 本 施 設 に 係 る 基 幹 的 設 備 の 改 修  

イ ) 工 事 期 間  ： 事 業 契 約 の 本 契 約 成 立 日 か ら 令 和 12 年 ２ 月 28 日  

ウ ) 対 象 設 備 の 引 渡 し  ： 令 和 12 年 ２ 月 28 日  

(2) 包括管 理運営 業務 

ア ) 委 託 内 容  ： 本 施 設 の 運 転 、 点 検 整 備 、 修 繕 ・ 更 新 工 事 、 用 役 管 理 等  

イ ) 包 括 管 理 運 営 期 間  ： 令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 23 年 ３ 月 31 日  

5. 事業範 囲  

事 業 者 が 実 施 す る 主 な 業 務 は 、 次 の と お り と す る 。  

(1) 設 計 ・ 施 工 業 務  

(2) 運 営 業 務  
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第２章 審査方法等 

1. 入札の 方法 

入 札 の 方 法 は 、 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22 年 政 令 第 16 号 ） 第 167 条 の 10 の 2 に 規 定

す る 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 方 式 に よ り 実 施 し た 。  

2. 落札者 決定ま での経過  

落 札 者 決 定 の 経 過 は 、 表 1 の と お り で あ る 。  

表１ 落札者 決定まで の経過  

年 月 日 内 容 

令 和 ７ 年  

 ３ 月 ３ 日 （ 月 ）  

 入 札 公 告 、 入 札 説 明 書 等 (入 札 説 明 書 、 要 求 水 準 書 、 落 札

者 決 定 基 準 、様 式 集 、基 本 協 定 書 (案 )、事 業 契 約 書（ 案 ）、

リ ス ク 管 理 方 針 書 （ 案 ） )、 そ の 他 こ れ ら に 付 属 又 は 関 連

す る 書 類 の 公 表  

 ３ 月 ３ 日 （ 月 ）  

～ ３ 月 17 日 （ 月 ）  

 入 札 説 明 書 等 に 関 す る 質 問 の 受 付 （ 第 １ 回 ）  

 対 面 的 対 話 の 確 認 事 項 の 受 付（ VE※ 1 ・CD※ 2 提 案 の 受 付 を

含 む ）  

 ３ 月 24 日 （ 月 ）   対 面 的 対 話 （ VE※ 1・ CD※ 2 に 関 す る ヒ ア リ ン グ ）  

 ４ 月 ７ 日 （ 月 ）  

 入 札 説 明 書 等 に 関 す る 質 問 の 回 答 （ 第 １ 回 ）  

 対 面 的 対 話 結 果（ 議 事 録 ）の 公 表（ VE※ 1 ・CD※ 2 提 案 の 採

択 ・ 不 採 択 の 結 果 を 含 む ）  

 ４ 月 14 日 （ 月 ）   入 札 参 加 表 明 書 及 び 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 類 の 受 付  

 ４ 月 21 日 （ 月 ）   入 札 参 加 資 格 審 査 結 果 の 通 知  

 ４ 月 21 日 （ 月 ）  

～ ４ 月 28 日 （ 月 ）  

 入 札 参 加 資 格 審 査 結 果 に 関 す る 説 明 要 求 の 受 付 、 回 答  

※ 説 明 要 求 は な し  

 ４ 月 22 日 （ 火 ）  

～ ４ 月 28 日 （ 月 ）  
 入 札 説 明 書 等 に 関 す る 質 問 の 受 付 （ 第 ２ 回 ）  

 ５ 月 16 日 （ 金 ）   入 札 説 明 書 等 に 関 す る 質 問 の 回 答 （ 第 ２ 回 ）  

※ 1：  バ リ ュ ー エ ン ジ ニ ア リ ン グ。 製 品 や サ ー ビ ス の 「 価 値 」 を 、 そ れ が 果 た すべ き 機 能 と そ の た め に か け

る コ ス ト と の 関 係 で 把 握 し 、 価 値 の 向 上 を は か る 手 法 。  

※ 2：  コ ス ト ダウ ン。 製 品 や 工 法 を 見 直 し 、 コ ス ト を 縮 減 す る 提 案 。  
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年 月 日 内 容 

 ６ 月 ２ 日 （ 月 ）  

～ ６ 月 ９ 日 （ 月 ）  
 入 札 書 及 び 提 案 書 の 受 付  

 ８ 月 ４ 日 (月 )  入 札 提 案 書 類 に 関 す る ヒ ア リ ン グ、 審 査 、 開 札  

 ９ 月 上 旬  
 審 査 結 果 の 通 知 及 び 結 果 の 公 表  

 落 札 者 の 決 定 及 び 公 表  

 10 月 上 旬   基 本 協 定 の 締 結  

 11 月 上 旬   仮 契 約 の 締 結  

 11 月 下 旬   事 業 契 約 の 締 結 （ 組 合 議 会 の 議 決 ）  

3. 委員会 の設置  

審 査 は 、公 平 性 及 び 透 明 性 を 確 保 し 、専 門 的 知 見 に 基 づ く 評 価 を 行 う こ と を 目 的 に 、学 識

経 験 者 を 含 む ８ 名 の 委 員 に よ り 構 成 さ れ る 国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー 基 幹 的 設 備 改 良 事 業 及

び 包 括 管 理 運 営 業 務 に 係 る Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 者 選 定 委 員 会（ 以 下「 選 定 委 員 会 」と い う 。）に お

い て 行 っ た 。  

表２ 委員会 の構成  

委 員 ⾧ 荒 井  喜 久 雄  前 全 国 都 市 清 掃 会 議  技 術 指 導 部 ⾧  

副 委 員 ⾧ 日 下 部  武 敏  
大 阪 工 業 大 学 工 学 部 環 境 工 学 科 准 教 授  
猪 名 川 上 流 広 域 ご み 処 理 施 設 組 合 環 境 保 全 委 員  

委 員 竹 田  享 司  一 般 財 団 法 人 環 境 事 業 協 会  技 術 協 力 担 当 課 ⾧  

委 員 濱  和 哲  共 栄 法 律 事 務 所  弁 護 士 、 税 理 士  

委 員 宇 野  功 哉  川 西 市  美 化 衛 生 部 副 部 ⾧  

委 員 大 嶋  武  猪 名 川 町  地 域 振 興 部 ⾧  

委 員 坂 田  朗 夫  豊 能 町  都 市 建 設 部 ⾧  

委 員 馬 瀬  師 彦  能 勢 町  ま ち づ く り 推 進 部 ⾧  
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4. 選定委 員会の 開催経過  

本 事 業 に お け る 選 定 委 員 会 の 開 催 経 過 は 、 表 ３ の と お り で あ る 。  

表３ 選定委 員会の開 催経過  

  

選 定 委 員 会  年 月 日 内 容 

第 １ 回  
令 和 ６ 年  

10 月 ８ 日 （ 火 ）  

諮 問  

実 施 方 針 （ 案 ） に 関 す る 審 議  

第 ２ 回  
令 和 ７ 年  

１ 月 ７ 日 （ 火 ）  

特 定 事 業 の 選 定 に つ い て （ 案 ）  

入 札 説 明 書（ 案 ）及 び 落 札 者 決 定 基 準（ 案 ）に 関 す

る 審 議  

第 ３ 回  １ 月 31 日 （ 金 ）  
入 札 説 明 書（ 案 ）、落 札 者 決 定 基 準（ 案 ）、要 求 水 準

書 （ 案 ） に 関 す る 審 議  

第 ４ 回  ２ 月 20 日 （ 木 ）  
入 札 説 明 書 、落 札 者 決 定 基 準 、要 求 水 準 書 、様 式 集

及 び 各 契 約 書 （ 案 ） に 関 す る 審 議  

第 ５ 回  ７ 月 15 日 （ 火 ）  
提 案 書 内 容 に 関 す る 意 見 交 換  

審 査 講 評 （ 素 案 ） に 関 す る 審 議  

第 ６ 回  8 月 4 日 （ 月 ）  

ヒ ア リ ン グ  

審 査  

優 秀 提 案 者 の 選 定  

審 査 講 評 （ 素 案 ） に 関 す る 審 議  

第 ７ 回  ９ 月 ２ 日 （ 火 ）  答 申  
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5. 落札者 決定の 手順 

落 札 者 決 定 の 手 順 は 、 図 １ の と お り で あ る 。  

 

図１ 落札者 決定の手 順 

  

失格

提案書の提出 入札書の提出

提案書の
事前審査

失格

非価格要素の
定量化審査

開札

失格

入札価格の
定量化審査

※2　選定委員会の事務は図中の黄色に色塗りした部分とし、その他は事務局の事務とする。

落札者の決定

※1　提案書の事前審査において失格となった者の提出した入札書は、開札しない。

入札提案書類の提出

参加資格確認

参加資格確認申請書類の提出

総合評価点の算定

優秀提案者の選定

事前審査を

満たしていない場合

入札価格が

入札書比較価格を

超えていた場合

参加資格が

確認できない場合
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6. 選定の 手順 

(1) 参加資 格確認  

組 合 は 、提 出 さ れ た 参 加 資 格 確 認 申 請 書 に よ り 、入 札 参 加 者 が 、入 札 説 明 書 に 記 載 の 入 札

参 加 者 の 備 え る べ き 参 加 資 格 要 件 （ 以 下 「 参 加 資 格 要 件 」 と い う 。） を 満 た して い る こ と

を 確 認 す る 。  

な お 、 参 加 資 格 要 件 を 満 た して い る こ と が 確 認 で き な い 場 合 は 失 格 と す る 。  

(2) 提案審 査  

①  提案書 の事前 審査 

ア) 提案書 等の確 認  

組 合 は 、 提 出 さ れ た 提 案 書 等 が すべ て 揃 って い る こ と を 確 認 す る 。  

イ) 提案書 の事前 審査 

組 合 は 、 提 案 書 に 記 載 さ れ た 内 容 が 、 次 に 掲 げる 事 前 審 査 項 目 を 満 た して い る こ と を 確

認 す る 。  

 提 案 書 の 内 容 が 要 求 水 準 書 に 示 す 要 求 水 準 を 満 た して い る こ と 。  

 入 札 説 明 書 及 び 様 式 集 に 示 す 提 案 書 の 作 成 に 関 す る 条 件 に つ い て 遵 守 して い る こ と 。 

 提 案 書 全 体 に つ い て 、同 一 事 項 に 対 す る 2 通 り 以 上 の 提 案 又 は 提 案 事 項 間 の 齟 齬 、矛

盾 等 が な い こ と 。  

②  非価格 要素の 定量化審 査 

ア) 審査項 目及び 配点 

審 査 項 目 及 び 配 点 は 表 ４ の と お り で あ る 。  
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表４ 審査項 目及び配 点 

審 査 項 目  
配 点  

大項目 小 項 目  

⑴ 安 全 か つ 効 率 的 な 施 工 及 び 維 持 管 理  12 点  

 ① 安 全 か つ 効 率 的 な 施 工 計 画 、 工 事 中 の 安 全 対 策  6 点  

 ② 搬 入 不 適 物 混 入 防 止 対 策 、 啓 発 へ の 取 り 組 み  6 点  

⑵ 適 切 な 維 持 管 理 に よ る 施 設 の 基 本 性 能 の 発 揮 、 地 域 環 境 、 地 球 環 境 な ど に

対 す る 負 荷 の 低 減  
14 点  

 ③ 施 設 機 能 の 回 復 、 CO2 排 出 量 の 削 減  7 点  

 ④ 工 事 中 及 び 包 括 管 理 運 営 業 務 期 間 中 の 環 境 保 全 対 策  7 点  

⑶ 経 済 性 を 考 慮 し た 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 と 効 率 的 な 施 設 管 理  10 点  

 ⑤ 施 設 の ⾧ 寿 命 化 、 安 定 稼 働 を 見 据 え た 維 持 管 理 計 画  7 点  

 ⑥ 効 率 的 な 施 設 管 理 の た め の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 取 り 組 み  3 点  

⑷ 災 害 時 に お け る 迅 速 な 対 応  8 点  

 
⑦ 継 続 的 な 防 災 機 能 の 保 持 に 対 す る 取 り 組 み  4 点  

⑧ 災 害 発 生 時 に 災 害 廃 棄 物 を 迅 速 か つ 円 滑 に 処 理 で き る 施 設  4 点  

⑸ 事 業 全 体 計 画  16 点  

 

⑨ 事 業 実 施 体 制 、 教 育 計 画  4 点  

⑩ リ ス ク 管 理 及 び 事 業 の 継 続 性 の 担 保  4 点  

⑪ 工 程 管 理 計 画 、 工 期 遵 守 の た め の 対 策  4 点  

⑫ 地 元 企 業 の 活 用 、 資 機 材 の 調 達 へ の 協 力 、 運 転 員 雇 用 等  4 点  

非 価 格 要 素 に 関 す る 事 項  合 計  60 点  
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イ) 審査基 準及び 得点化方 法 

 提 案 を 求 め て い る 審 査 項 目 に お い て は 、 次 の 表 ５ の と お り 、 ５ 段 階 評 価 に よ る 得 点 化

方 法 に よ り 得 点 を 付 与 す る 。  

 各 審 査 項 目 の 得 点 に つ い て は 、 各 委 員 が 個 別 に 行 っ た 得 点 の 平 均 値 と す る 。 な お 、 平

均 値 を 求 め る 際 は 、 小 数 第 ３ 位 を 四 捨 五 入 し た 値 と す る 。  

 上 記 の 結 果 を も と に 、 各 入 札 参 加 者 の 非 価 格 要 素 の 得 点 の 合 計 を 算 定 す る 。  

表５ 審査基 準及び得 点化方 法  

評 価  審 査 基 準  得 点 化 方 法  

Ａ  特 に 優 れ て い る  配 点 ×1.00 

Ｂ  Ａ と Ｃ の 中 間 程 度  配 点 ×0.75 

Ｃ  優 れ て い る  配 点 ×0.50 

Ｄ  Ｃ と Ｅ の 中 間 程 度  配 点 ×0.25 

Ｅ  要 求 水 準 を 満 た す 程 度  配 点 ×0.00 

③  入札価 格の定 量化審査  

入 札 価 格 に つ い て は 、次 の 算 定 式 に よ り 得 点 を 付 与 す る 。得 点 は 、小 数 第 ３ 位 を 四 捨 五 入

し た 値 と す る 。  

 

④  総合評 価点の 算定方法  

「 ② 非 価 格 要 素 の 定 量 化 審 査 」、「 ③ 入 札 価 格 の 定 量 化 審 査 」に よ り 算 出 し た 得 点 を 合 計 し

て 、 当 該 入 札 参 加 者 の 総 合 評 価 点 を 算 定 す る 。  

 
  

【入札 価格の 得点算定 式】  

最低入 札価格 ／入札価 格×40 点＝ 当該 入札 参加者 の入札 価格の得 点 

【総合 評価点 の算定式 】 

当該入 札参加 者の非価 格要素 の得点 ＋当該入 札参加 者の入 札価 格の 得点  

＝ 当該入札参加者の 総合 評価点  
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第３章 優秀提案者選定結果 

1. 参加資 格確認  

令 和 ７ 年 ３ 月 ３ 日 に 入 札 公 告 を 行 い 、令 和 ７ 年 ４ 月 14 日 に 入 札 参 加 表 明 書 及 び 入 札 参 加

資 格 確 認 申 請 書 類 を 受 け 付 け た と こ ろ 、 以 下 の １ グル ー プ か ら 申 請 が あ っ た 。  

組 合 は 、入 札 参 加 資 格 の 確 認 審 査 を 行 い 、令 和 ７ 年 ４ 月 21 日 に 代 表 企 業 に 対 し 、入 札 参

加 資 格 を 有 す る こ と を 書 面 に て 通 知 し た 。  

な お 、選 定 委 員 会 に よ る 審 査 に あ た って は 、審 査 の 公 平 性 を 期 す た め 、提 案 書 等 すべ て の

書 類 に お い て グル ー プ の 企 業 名 は 伏 せ 、 表 ６ の 受 付 グル ー プ 名 で 識 別 して 審 査 を 行 っ た 。 

表６ 入札参 加表明書 及び入 札参加 資格確認 申請書 等提出 グルー プ  

2. 提案審 査  

(1) 提案書 等の確 認  

令 和 ７ 年 ６ 月 ６ 日 に 入 札 参 加 資 格 を 有 す る １ グル ー プ よ り 入 札 提 案 書 類 が 提 出 さ れ た 。組

合 は 、入 札 参 加 者 か ら 提 出 さ れ た 入 札 提 案 書 類 の 内 、入 札 説 明 書 に 定 め ら れ た 書 類 が すべ

て 揃 って い る こ と を 確 認 し た 。  

(2) 提案書 の事前 審査 

組 合 は 、 落 札 者 決 定 基 準 に 定 め ら れ た 事 前 審 査 項 目 に 沿 って 提 案 書 の 事 前 審 査 を 行 っ た 。 

落 札 者 決 定 基 準 に 定 め ら れ た 事 前 審 査 項 目 を 満 た して い る こ と を 確 認 で き た た め 、 事 前

審 査 に 合 格 して い る も の と 認 め ら れ た 。  

(3) 非価格 要素の 定量化審 査 

選 定 委 員 会 は 令 和 ７ 年 ８ 月 ４ 日 に 非 価 格 要 素 の 定 量 化 審 査 を 行 っ た 。  

審 査 に 際 して は 、提 案 書 に 関 す る 入 札 参 加 者 に よ る 説 明（ プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）及 び 委 員

に よ る 提 案 内 容 に 対 す る 質 疑（ ヒ ア リ ン グ ）を 実 施 し 、定 量 化 審 査 の 審 査 項 目 に つ い て 、

適 確 な 提 案 が な さ れ て い る か の 審 査 を 行 い 、 得 点 化 を 行 っ た 。  

な お 、評 価 は 、組 合 の 要 求 す る 水 準 を 満 た し た う えで 、よ り 優 れ た 提 案 に 対 して 評 価 を 行

う 加 点 方 式 で 行 っ た 。  

非 価 格 要 素 の 定 量 化 の 審 査 結 果 及 び 講 評 を 表 ７ に 示 す。  

  

受 付 グル ー プ 名  か わ グル ー プ  

グル ー プ 名  Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン ググル ー プ  

代 表 企 業  Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社  大 阪 支 店  

構 成 員   

協 力 企 業   
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表７ 非価格 要素の定 量化の 審査結 果及び講 評 

審 査 項 目  配 点  
か わ  

グ ル ー プ  
審 査 講 評  

⑴  安 全 か つ 効 率 的 な 施 工 及 び 維 持 管 理  

 

①  安 全 か つ 効 率 的 な 施 工
計 画 、 工 事 中 の 安 全 対 策  

6.00 点  3.56 点  
  施 設 稼 働 中 の 工 事 で あ る こ と を 考 慮 し 、効 率

的 な 機 器 の 搬 入 や ご み 搬 入 車 両 の 安 全 に 配
慮 し た 施 工 計 画 の 提 案 を 評 価 し た 。  

②  搬 入 不 適 物 混 入 防 止 対
策 、 啓 発 へ の 取 り 組 み  

6.00 点  3.94 点  

  近 年 多 発 し て い る 火 災 事 故 に 関 し 、実 績 を 踏
ま え た 分 離 回 収 能 力 の 向 上 や 監 視 体 制 の 強
化 な ど の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

  AI 技 術 等 の 最 新 技 術 を 導 入 し て い る 点 を 高
く 評 価 し た 。  

（ 小 計 ）  12.00 点  7.50 点   

⑵  適 切 な 維 持 管 理 に よ る 施 設 の 基 本 性 能 の 発 揮 、 地 域 環 境 、 地 球 環 境 な ど に 対 す る 負 荷 の 低 減  

 

③  施 設 機 能 の 回 復 、 CO2 排
出 量 の 削 減  

7.00 点  5.25 点  

  施 設 機 能 の 回 復 に 関 し 、実 績 を 踏 ま え た 設 備
の 強 靭 化 に よ る 故 障 リ ス ク の 低 減 な ど の ⾧
期 安 定 稼 働 実 現 の た め の 提 案 を 高 く 評 価 し
た 。  

  さ ら な る 発 電 量 及 び 売 電 量 の 確 保 に 向 け て 、
エ ネ ル ギ ー 消 費 を 抑 え る 設 備 の 採 用 に よ る
発 電 量 増 加 の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

  設 備 の 更 新 に お い て 、CO 2 削 減 に 寄 与 す る 機
器 の 導 入 の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

④  工 事 中 及 び 包 括 管 理 運
営 業 務 期 間 中 の 環 境 保
全 対 策  

7.00 点  4.16 点  
  管 理 に お け る 独 自 の 設 定 や 、周 辺 環 境 及 び 周

辺 住 民 に 配 慮 し た 悪 臭 防 止 な ど の 公 害 防 止
対 策 に つ い て の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

（ 小 計 ）  14.00 点  9.41 点   

⑶  経 済 性 を 考 慮 し た 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 と 効 率 的 な 施 設 管 理  

 
⑤  施 設 の ⾧ 寿 命 化 、安 定 稼

働 を 見 据 え た 維 持 管 理
計 画  

7.00 点  4.81 点  

  豊 富 な 維 持 管 理 実 績 に 基 づ く 、優 れ た 材 質 の
選 定 な ど の 方 策 や 維 持 管 理 計 画 の 立 案・見 直
し の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

  用 役 使 用 量 等 の 更 な る 最 適 化 に 向 け た 独 自
シ ス テ ム の 導 入 の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

 

⑥  効 率 的 な 施 設 管 理 の た
め の セ ル フ モ ニ タ リ ン
グ の 取 り 組 み  

3.00 点  1.88 点  
  設 計 ・ 建 設 、運 営 の 各 段 階 に お い て 、様 々 な

視 点 か ら の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る
体 制 の 提 案 を 評 価 し た 。  

（ 小 計 ）  10.00 点  6.69 点   
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⑷  災 害 時 に お け る 迅 速 な 対 応  

 

⑦  継 続 的 な 防 災 機 能 の 保
持 に 対 す る 取 り 組 み  

4.00 点  2.75 点  

  代 表 企 業 の ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た 安 定 稼
働 に 向 け た 物 資 の 調 達 な ど の 方 策 の 提 案 を
高 く 評 価 し た 。  

  柔 軟 な 人 員 配 置 と 代 表 企 業 内 の 支 援 体 制 な
ど に よ る 、災 害 時 の 対 応 力 の 強 化 な ど の 提 案
を 高 く 評 価 し た 。  

⑧  災 害 発 生 時 に 災 害 廃 棄
物 を 迅 速 か つ 円 滑 に 処
理 で き る 施 設  

4.00 点  2.38 点  
  大 規 模 災 害 の 経 験 を 活 か し 、発 災 後 の 稼 働 再

開 も 含 め た 事 業 継 続 計 画 の 策 定 な ど の 提 案
を 評 価 し た 。  

 （ 小 計 ）  8.00 点  5.13 点   

⑸  事 業 全 体 計 画  

 

⑨  事 業 実 施 体 制、教 育 計 画  4.00 点  2.75 点  

  事 業 遂 行 体 制 や 指 揮 系 統 に つ い て 、代 表 企 業
内 で の 各 専 門 部 門 が 連 携 し て 支 援 体 制 を 構
築 す る こ と の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

  新 規 雇 用 者 、既 存 職 員 に 対 す る 育 成 計 画 や 研
修 制 度 な ど の 提 案 を 高 く 評 価 し た 。  

⑩  リ ス ク 管 理 及 び 事 業 の
継 続 性 の 担 保  

4.00 点  2.63 点  

  代 表 企 業 の 豊 富 な 実 績 と 財 務 体 制 を 踏 ま え
た 、事 業 運 営 の 継 続 性 を 維 持 す る 提 案 を 高 く
評 価 し た 。  

  経 験 事 例 を 活 か し た リ ス ク 管 理 の 方 策 の 提
案 を 高 く 評 価 し た 。  

⑪  工 程 管 理 計 画 、工 期 遵 守
の た め の 対 策  

4.00 点  2.50 点  
  ご み の 外 部 処 理 を 発 生 さ せ ず 、不 測 の 事 態 に

も 対 応 で き る 工 程 管 理 計 画 を 立 案 す る 提 案
を 評 価 し た 。  

⑫  地 元 企 業 の 活 用 、資 機 材
の 調 達 へ の 協 力 、運 転 員
雇 用 等  

4.00 点  2.25 点  
  地 元 企 業 及 び 地 元 人 材 の 積 極 的 な 活 用 に よ

り 、地 元 経 済 の 活 性 化 に 資 す る 提 案 を 評 価 し
た 。  

（ 小 計 ）  16.00 点  10.13 点   

合 計  60.00 点  38.86 点   
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(4) 入札価 格の定 量化審査  

令 和 ７ 年 ８ 月 ４ 日 非 価 格 要 素 の 定 量 化 審 査 終 了 後 、組 合 は 、入 札 参 加 者 の 立 会 い の も と で

開 札 を 行 い 、 入 札 参 加 者 の 入 札 金 額 が 予 定 価 格 の 範 囲 内 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

選 定 委 員 会 は 、開 札 結 果 の 報 告 を 受 け 、入 札 価 格 の 定 量 化 審 査 と して 入 札 金 額 の 得 点 化 を

行 っ た 。  

得 点 化 の 結 果 は 、 表 ８ の と お り で あ る 。  

表８ 入札価 格の定量 化審査 結果  

(5) 総合評 価点の 算出 

「 非 価 格 要 素 の 得 点 」 及 び 「 入 札 価 格 の 得 点 」 を 合 計 して 、 総 合 評 価 点 を 表 ９ の と お り

算 出 し た 。  

表９ 総合評 価点の結 果  

 

(6) 優秀提 案者の 選定 

選 定 委 員 会 は 上 記 の 結 果 に 基 づ き 、 優 秀 提 案 者 を 表 10 の と お り 選 定 し た 。  

表 10 優秀提 案者  

  

受 付 グ ル ー プ 名  配 点  入 札 価 格 （ 税 抜 ）  対 入 札 書 比 較  入 札 価 格 の 得 点  

か わ グ ル ー プ  40.00 点  34,172,842,815 円  99.9% 40.00 点  

 非 価 格 要 素 の 得 点 (A) 入 札 価 格 の 得 点 (B) 総 合 評 価 点 (A)＋ (B) 

（ 配 点 ）  60.00 点  40.00 点  100.00 点  

か わ グ ル ー プ  38.86 点  40.00 点  78.86 点  

受 付 グ ル ー プ 名  か わ グ ル ー プ  

グ ル ー プ 名  Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン グ グ ル ー プ  

代 表 企 業 名  Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社  大 阪 支 店  
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第４章 総評 

本 事 業 は 、 国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー に 係 る 基 幹 的 設 備 改 良 事 業 及 び 包 括 管 理 運 営 業 務 を 一 括

して 、 PFI 事 業 と して 実 施 す る も の で あ る 。 対 象 設 備 の 改 良 工 事 費 に 係 る 資 金 調 達 は 事 業

者 が 行 い 、 二 酸 化 炭 素 排 出 抑 制 対 策 事 業 費 等 補 助 金 及 び 地 方 債 を 活 用 す る こ と と し 、 事 業

方 式 は PFI（ RO） 方 式 が 採 用 さ れ た 。  

本 事 業 の 目 的 は 、 民 間 事 業 者 の 経 営 能 力 及 び 技 術 的 能 力 を 活 用 す る こ と に よ り 、 一 般 廃 棄

物 処 理 施 設 で あ る 国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 設 計・施 工 及 び 運 営 を 行 い 、

将 来 に わ た り 安 全 で 安 定 し た ご み の 適 正 処 理 、 循 環 型 社 会 を 構 築 す る た め の エ ネ ル ギ ー 回

収 を 進 め る こ と で あ る 。  

こ の よ う な 背 景 を 踏 ま え 、総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 に よ り 組 合 が 落 札 者 を 選 定 す る に あ た り 、

選 定 委 員 会 で は 、 透 明 性 、 公 平 性 に 最 大 限 配 慮 し た 審 査 基 準 及 び 方 法 等 を 定 め た 。  

組 合 に よ り 全 て の 項 目 に お い て 要 求 水 準 を 満 た して い る と 確 認 さ れ た 提 案 書 並 び に 入 札 価

格 に 対 して 、 選 定 委 員 会 が 厳 正 な る 審 査 を 行 っ た 結 果 、 審 査 基 準 の 「 優 れ て い る 」 を 上 回

る 提 案 が さ れ 、 特 に 以 下 の 項 目 に お い て 高 い 評 価 を 得 た Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン ググル ー プ

を 優 秀 提 案 者 と して 選 定 す る に 至 っ た 。  

 「 搬 入 不 適 物 混 入 防 止 対 策 、 啓 発 へ の 取 り 組 み 」 に 係 る 内 容 と して 、 実 績 を 踏 ま え

た 火 災 事 故 対 策 や AI 技 術 等 最 新 技 術 の 活 用  

 「 施 設 機 能 の 回 復 、 CO2 排 出 量 の 削 減 」 に 係 る 内 容 と して 、 設 備 の 強 靭 化 な ど に よ

る ⾧ 期 安 定 稼 働 の 実 現 、 Ｃ O2 削 減 に 向 け た 方 策  

 「 施 設 の ⾧ 寿 命 化 、 安 定 稼 働 を 見 据 え た 維 持 管 理 計 画 」 に 係 る 内 容 と して 、 豊 富 な

実 績 に 基 づ く ⾧ 寿 命 化 に 資 す る 方 策 及 び 安 定 稼 働 を 見 据 え た 維 持 管 理 計 画  

 「 継 続 的 な 防 災 機 能 の 保 持 に 対 す る 取 り 組 み 」 に 係 る 内 容 と して 、 災 害 発 生 時 に お

い て も 安 定 稼 働 を 継 続 さ せ る 方 策  

 「 事 業 実 施 体 制 、 教 育 計 画 」 に 係 る 内 容 と して 、 事 業 を 確 実 に 推 進 す る た め の 実 施

体 制 の 整 備 及 び 代 表 企 業 内 で の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 の 構 築  

 「 リ ス ク 管 理 及 び 事 業 の 継 続 性 の 担 保 」に 係 る 内 容 と して 、代 表 企 業 の 豊 富 な 実 績 に

基 づ い た リ ス ク 管 理 体 制 の 構 築 に よ る 、 事 業 の 継 続 性 及 び 運 営 の 安 定 性 の 確 保  

  



 

15 

一 方 で 、 選 定 委 員 会 の 各 委 員 か ら 以 下 の 意 見 が 付 さ れ て い る 。 今 後 の 設 計 協 議 、 設 計 ・ 施

工 及 び 運 営 に お い て 、 組 合 と Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン ググル ー プ に は 、 こ れ ら の 意 見 に つ い

て 十 分 に 配 慮 さ れ る こ と を 期 待 す る と こ ろ で あ る 。  

①  本 施 設 が 住 民 生 活 及 び 循 環 型 社 会 の 推 進 に と って 重 要 で あ る こ と を 踏 ま え 、 要 求 水

準 書 ・ 提 案 書 を 遵 守 す る と と も に 、 施 設 運 営 に お い て 新 た に 発 生 し た 課 題 を 両 者 で

共 有 し 、 誠 意 を も って 事 業 を 確 実 に 遂 行 す る こ と 。  

②  既 存 設 備 の 活 用 の 可 能 性 や、 事 業 継 続 計 画 (BCP)の 策 定 、 新 た な 環 境 配 慮 事 項 へ の

対 応 な ど に つ い て は 、 両 者 で 十 分 に 協 議 す る こ と 。  

③  廃 棄 物 が 起 因  （ 特 に リ チ ウム イ オ ン 電 池 等 ）と な る 火 災 事 故 の 防 止 に 関 して は 、施 設

内 対 策 に 加 え 来 場 者 へ の 啓 発 を 最 大 限 実 施 す る こ と 。 搬 入 禁 止 物 の 周 知 は 、 外 国 人

を 含 め 分 か り や す い 表 現 ・ 手 法 で 行 う よ う 配 慮 す る こ と 。  

④  地 域 貢 献 に 関 して は 、 地 元 企 業 及 び 地 元 人 材 の 活 用 に 一 層 努 め る こ と 。  

Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン ググル ー プ に は 、 上 述 の 配 慮 ・ 要 望 事 項 に つ い て 、 組 合 と 十 分 な 協

議 を 行 い 、 入 札 及 び 契 約 の 公 平 性 を 妨 げな い 範 囲 に お い て 真 摯 な 対 応 に 努 め 、 今 後 の 事 業

期 間 に わ た り 質 の 高 い 公 共 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と を 期 待 す る 。  

最 後 に 、組 合 と Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン ググル ー プ は 、本 事 業 の 良 き パ ー ト ナ ー と して 、地 域

と の 信 頼 関 係 を 築 き 、 本 事 業 を 適 正 か つ 適 切 に 推 進 す る こ と を 望 む も の で あ る 。  

令 和 7 年 9 月 2 日  

国 崎 ク リ ー ン セ ン タ ー 基 幹 的 設 備 改 良 事 業 及 び 包 括 管 理

運 営 業 務 に 係 る Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 者 選 定 委 員 会  

委 員 ⾧  荒 井  喜 久 雄  


